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【はじめに】米国で開発された，嚥下障害の生活の質（QOL）を測る自記式
質問紙 Dysphagia Handicap Index（DHI）の日本語版(DHI-J)を開発し，信
頼性と妥当性を調べた．【対象と方法】原著者１得て，DHIを日本語に翻訳
し，それを英語を母語とする翻訳者が逆翻訳をした．その逆翻訳を原著者
に送り，協議を重ねた上で DHI-J を完成させた．対象は 2013 年 1 月から
同年 12 月までの間に当院を受診し，嚥下造影検査（VF）を受けた患者で，
DHI-Jの回答に同意をした 229 人（男性 119人，女性 110人，年齢中央値
66歳）と健常対照 65人（男性 23 人，女性 42人，年齢中央値 44歳）を対
象とした．対象全員が，DHI-J と 7段階の自覚的な嚥下障害重症度尺度に
回答し，うち 23人が 1週間後に再回答した．VFから嚥下機能を「正常範
囲」，「中等度障害」，「重度障害」のいずれかに分類し，重症度別に DHI-J
の総点を比較した．【結果】1）信頼性：DHI-J の Cronbach’s α は 0.95
で，内的整合性は高かった．再評価した 23人の再現性は高かった(級内相
関係数 0.98, p<0.01)．2)妥当性: DHI-Jの総点および各側面の得点は，
患者が健常対照よりも有意に高かった (p<0.013, <0.013, <0.013, 
<0.013)．DHI-Jの総点と自覚的嚥下障害重症度尺度とは，Spearman’s ρ
=0.85で，有意な強い相関を認めた（p＜0.01)．3)嚥下機能との比較：VF
で分類した３つの重症度に対する DHI-J の総点は，「正常範囲」と「中等
度障害」，「正常範囲」と「重度障害」では有意差が認められた(p<0.017，
<0.017)が，「中等度障害」と「重度障害」では有意差はなかった．【考察】
DHI-Jは信頼性と妥当性のある QOL 質問紙であった．摂食嚥下障害患者の
QOL評価には，DHI-Jが有用であると考えた． 
